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一 般 質 問の し ろ 市 議 会 だ よ り 　

介
護
保
険
料
引
き
上
げ
の
要
因
は

質　

介
護
保
険
の
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
に
つ
い
て
、

第
６
期
の
基
準
額
月
額
５
７
７
５
円
か
ら
約
18
％
の
引
き
上

げ
が
示
さ
れ
、
６
８
０
０
円
と
見
込
ま
れ
る
。
ど
の
よ
う
な

要
因
で
引
き
上
げ
に
至
っ
た
の
か
。

答　

こ
の
た
び
の
保
険
料
の
算
出
で
は
、
後
期
高
齢
者
等
の

増
加
に
伴
い
、
要
介
護
認
定
者
数
が
ふ
え
る
と
見
込
ん
だ
こ

と
に
加
え
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
開
設
に
よ
る
介
護
給
付

費
等
の
増
、
国
の
制
度
改
正
等
に
よ
る
介
護
報
酬
の
引
き
上

げ
、
介
護
を
理
由
と
し
た
離
職
の
防
止
等
に
よ
る
介
護
給
付

費
等
の
増
の
ほ
か
、
法
令
の
改
正
に
よ
り
第
１
号
被
保
険
者

の
負
担
割
合
が
１
％
増
す
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。

学
校
で
の
突
然
死
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
危
機
管
理

質　

本
市
の
児
童
生
徒
、
教
職
員
に
対
し
て
、
心
肺
蘇
生
と

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
関
す
る
教
育
を
推
進
し
、
学
校
で
の
危
機
管
理
体

制
を
拡
充
の
上
、
児
童
生
徒
の
命
を
守
る
た
め
の
安
全
な
学

校
環
境
を
構
築
す
べ
き
で
は
。

答　

こ
の
２
年
間
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
授
業
は
、
小
学
校
で

は
12
校
中
６
校
、
中
学
校
で
は
７
校
中
６
校
で
行
わ
れ
て
い

る
。
今
後
は
各
校
の
実
情
に
応
じ
、
小
学
校
高
学
年
以
上
で

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。
教
職
員

は
実
践
的
な
講
習
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
学
校
の
危
機

管
理
体
制
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
、
教
職
員
が
年
に
１

度
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
呼
び
か
け
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
大
規
模
災
害
限
定
の
消
防
団
員
制
度

出
生
数
の
推
移
か
ら
取
り
組
み
を
ど
う
評
価

質　

こ
こ
10
年
の
出
生
数
は
、
平
成
19
年
４
０
０
人
、
23
年

２
９
１
人
、
28
年
２
６
９
人
と
減
少
傾
向
で
あ
る
。
こ
の
実

態
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

答　

本
市
の
出
生
数
は
減
少
傾
向
で
推
移
し
て
い
た
が
、
こ

こ
10
年
間
で
最
も
少
な
い
26
年
度
の
２
４
９
人
に
対
し
、
そ

の
後
は
27
年
度
が
２
５
６
人
、
28
年
度
が
２
６
９
人
と
増
加

し
て
お
り
、
引
き
続
き
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
の
常
設
を
要
望
す
る
考
え
は

質　

新
年
度
に
は
月
数
回
の
サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
開
設
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
よ
り
利
便
性
を
高
め
る
た
め
常
設
を
求

め
て
い
く
考
え
は
。

答　

４
月
か
ら
は
主
に
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
を
会
場
に
毎
月

４
日
間
、
サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
の
開
設
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
の
常
設
は
、
本
市
で
気
軽
に
利
用

が
可
能
と
な
る
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、
常
設
場
所
や
費
用
負

担
等
の
課
題
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
要
望
に
つ
い
て
は
、

出
張
セ
ン
タ
ー
及
び
サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
利
用

実
績
や
利
用
者
の
声
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
出
産
奨
励
金
等
の
助
成
金
に
対
す
る
評
価
は

○
ひ
と
り
親
世
帯
が
安
心
で
き
る
生
活
環
境

○
日
本
版
Ｂ
Ｉ
Ｄ
に
よ
る
新
た
な
地
域
振
興

改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
市
民
の
声
、

日
本
共
産
党
、
改
革
の
し
ろ
）

子
ど
も
の
未
来
応
援
計
画

質　

貧
困
の
解
消
に
向
け
た
新
た
な
施
策
は
検
討
さ
れ
た
の

だ
ろ
う
か
。
子
ど
も
の
成
長
に
と
っ
て
必
要
な
支
援
「
子
ど

も
の
医
療
費
の
助
成
拡
大
」「
子
ど
も
の
就
学
の
た
め
の
経

済
的
支
援
」
を
望
む
声
が
多
い
。
施
策
の
考
え
は
。

答　

貧
困
線
未
満
の
世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
か
ら
は
、「
生

活
の
た
め
の
経
済
的
支
援
」
や
「
学
校
以
外
の
学
習
の
た
め

の
費
用
に
対
す
る
支
援
」
を
望
む
声
も
あ
り
、
世
帯
の
状
況

に
よ
っ
て
必
要
と
す
る
支
援
に
違
い
が
あ
る
。
ま
た
、
計
画

策
定
委
員
会
か
ら
は
、
行
政
と
各
種
団
体
等
の
連
携
が
重
要

と
の
意
見
等
が
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
意
見
、
事
業
の

検
証
等
を
踏
ま
え
、
施
策
の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

国
保
被
保
険
者
に
対
す
る
必
要
な
医
療
の
確
保

質　

国
保
税
の
滞
納
で
保
険
証
を
返
還
し
、
体
に
異
常
を
来

し
て
も
病
院
に
行
か
ず
に
悪
化
、
手
遅
れ
と
い
う
事
例
も
あ

る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
拡
大
防
止
の
必
要
性
か
ら
も

短
期
被
保
険
者
証
を
発
行
し
、
受
診
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
。

答　

福
祉
医
療
等
の
対
象
者
、
高
校
生
ま
で
は
、
短
期
被
保

険
者
証
を
交
付
し
て
い
る
。
ま
た
、
滞
納
額
に
著
し
い
減
少

が
あ
る
場
合
、
納
税
誓
約
を
し
た
場
合
、
特
別
の
事
情
が
あ

る
場
合
は
、
短
期
被
保
険
者
証
に
切
り
か
え
て
い
る
。
さ
ら

に
、
世
帯
主
か
ら
申
し
出
が
あ
り
、
緊
急
的
な
対
応
と
し
て

市
の
判
断
に
よ
り
交
付
す
る
場
合
が
あ
る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
感
染
拡
大
の
防
止
は
交
付
理
由
に
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
医
療
機
関
窓
口
で
短
期
被
保
険
者
証
に
で
き
な
い
か

菊 

地　

時 

子

希
望

佐 

藤　

智 

一

平
政
・
公
明
党

渡 
辺　

優 

子


